













































物語の表現の中で、大君の人物像を特徴づけるものとして「静かなり」「重りかなり」 「気高し」 に着目し、その人物像を明らかにしていきたい。大君の志向は、その人物造型の方法によって理解が可能と考えるからである。これらの表現を手がかりに、妹・中の君との差異や父八の宮との類似性について考察する。さらには、先行研究において大君人物像 新しさが指摘されるが、 『源氏物語』の他 女性との類似性をも明らかにする。【キーワード】




















と自ら返事をし いた。また、源氏が紫の上を二条院に引き取ってから、手習、絵などを教える 初めて紫の上の筆跡 見た源氏の感想は「いと若けれど、
生ひ先見えてふくよかに書いたまへり（同二五九）と









「結婚を拒否した女君には朝顔がいるが、朝顔と比べると大君の物語は筋立ても一変し彼女の心情に深く立ち入り、その経緯を精細に語った。大君の物語には作者の新しい物語の地平を開こうとする並々ならぬ意欲があったと思われる」という日向一雅氏 興味深い指摘がある（注） 。清水好子氏も、大君は「物語史上、まったく新しい男性に配 にふさわしい女性」であると述べており、大君の人柄、性格、境遇 注目している（注） 。なお、はやく 大君の結婚拒否の志向をその人柄 求める田中常正氏の論考もある。田中氏
は、 「大君の厭世的思想は先天的性
質に基くものと後天的に助長せられた のとがあった」と指摘して る（注） 。
大君の人物造型および生き方については、父八の宮との関連で把握さ
れる場合が多い。永井和子氏は、大君について「父を愛し、父を信じ、その誡めのままに精いっぱい生きた」 「観念的造型」であると論じる（注） 。大朝雄二氏は、大君の求婚拒否が、彼女自身の 内面に屈折する過剰な心理」によるものとす が、そのような「大君のリゴリズムは紛れもなく父宮から引きついだものである」 指摘する（注） 。また、俗のままの形であった父八 宮に准ずることこ が大君の生き方であったとする安藤亨子氏の論考もある（注） また 今井久代氏は、大君の求愛拒否について「八 家の人間関係 なか 形成されてきた、中
――
君を通じて生きる生き方、愛されるべき美しい妹の姉として自分が生きるという大君の性向が、その生き方を決定付けて る」と述べ おり、大君の生 立ちと父八の宮を巡って形成されて ていた宮家の人間関係を問題視する（注） 。そして 鈴木裕子氏は「母の遺言に守られた妹を父と共に育み、父の期待する姉の役割を 」ようとした大君が「ひたすら待ち続けた は まなざし」であったと、父に呪縛された大君像を提示する（注
） 。さらには、日向一雅氏は、大君の生き方の基調
には誇り高き「家」の観念と「恥」の意識があったことを論述す 。日向氏は「宇治の一族には「宮家」の精神とでもいうべきも があった。八宮が生き、大君が受けついだ精神である。それは「家」観念 「恥の意識に支えられた一種孤高な魂 所在を思わせるも で 」 述べる（注
） 。
以上のような、父を媒介とする大君のあり方についての論考のほか
に、 「新しい愛のかたち」 重き 置く論点も少なくない。大君 薫の恋物語は、 「昔物語」の伝統の話型をふまえながらも、主題的な変換が顕著であるとする高橋亨氏は、大君の物語が「恋愛のひとつの極 まぎれもない新しい愛のかたち」を表現している（注
）と論じており、山
上義実氏も、大君の物語に描かれたのは「作者の思い描く一 の素晴らしい男女の関係」 り 「友愛 世界」であったと述べてい （注
） 。






文集』 「夫人苦」の詩句の関連に注目し、 「愛の永続性」への希求の認識が大君に薫の求愛を拒否せしめたといい、 「男と女の「あはれ の永続性を疑いながらも めた大君は、せめて自身の変わらぬ心を示してこ世を去ったのだと言えるだろう」と指摘し る（注
） 。
また一方で、大君の物語は、晩年の紫の上の苦悩を継承しているとと




しかし、紫の上 苦悩や死を生き、結婚生活に絶望的であった作者が、なぜ、大君に信頼のできる薫の結婚を拒否させて きながら、のちに中の君の結婚生活 男子出産を描 ては「幸ひ人」とまで呼ばせた だろうか。藤村氏は、 「作者は 世界のだめ押しとし 中君 運命を展開させたが、その途中で浮舟という中君 身代わりを発明して、そ身代わりを使って中君 運命を終局 悲劇にまで押しつめて行論じる（注
） 。詳しくは後述するが、中の君は、苦悩しながら光源氏
の妻として聡明に対処し きた紫の上 非常に似通う造型であるから、不安や苦悩に耐え、おおような態度と聡明な性質 よって 彼女もまた匂宮との結婚生活を生き抜いた だと考える。
――
大君の生き方について、千原美沙子氏は「大君が求めたのは、社会的












を告げる常套表現」 （新全集頭注）をもって、 「世に数まへら たまはぬ古宮」 （同）について描きだす。宇治の八 宮家物語のはじ りである。父八の 家の落魄過程から確認しておきたい。
八の宮は母方なども高貴な家柄であったために、かつてはその立坊・
即位のうわさもあったという。それは具体的にいうと、当時権勢をふる
っていた弘徽殿大后が、東宮であった冷泉院を廃し、八の宮を世継ぎの君にすべく支援していたときのことである。しかし、陰謀が失敗に終わり、冷泉院が帝位に即く。そして、権勢を期待し、八の宮を世話していた後見の方々も側から離れ く。世間からも冷遇されて、公私ともに頼みとするところ 、親しく交わる人もなく、八の宮は捨て去られたようなありさまとなる。八の宮は、 「高き 聞こゆる中にも、あさましうあてにおほどかなる、女のやう」 （橋姫◯

一二四頁）な人柄であった
ために、もともとあった「古き世 御宝物、祖父大臣の御処分」 （同）の豊かな財宝 どこかへ散逸してしまう。八の宮は、落魄の苦境に陥る。その上、京邸 焼亡するという不運にまで見舞われて、一家は宇治に移住することとなる。
北の方は、昔の大臣という権勢家出身で、親たちも望みをかけていた
娘であったという。落魄した八の宮に って、北の方と ま とない親密な仲だけがつら こ 世の唯一の慰めであ た。こうして 頼りなく不安な生活が長年続くにつれ、八の宮は「さうざうしくつれづれなる慰めに、いかでをかしからん児もがな」 （橋姫◯

一一八頁）と子を望むよ
うになる。そして、 「めづらしく女君 いと つくしげな 」 （同）宮家の長女―大君が誕生する。姫君をいとしく思い 大事 養育 ていたうちに、北の方がまた懐妊し、今度は男の子を い の望みはかなわなかったが、同じく わいい姫君―次女 中 君が生まれる。北の方は安産だったもの 、のちに重く患って亡 なる 不遇 不運は八の宮を仏道に導き、今度は仏道修業 のみ慰めを求め ようになる。
八の宮家の経済的困窮状態に見切りをつけて、仕えていた人々も次々
――
と散っていく。北の方の逝去の騒ぎのために、しっかりした人を選ぶ余裕もなか たから、中 君 乳母までが、まだ幼い君を見棄てて去ってしまった。八の宮は経を片手に二人の姫君を自ら育む。母親も乳母もおらず、父が男手ひとつで養育したということは、特に父を愛 、父に応える娘になろうとした、父の娘であろうとした大 の造型を考える際に注意すべき点である。
八の宮は、出家の本意も遂げたいと思うが、幼い娘たちを後に残して
いくのも気がかりであった。宮は「年月も れば、お お およすけさりたまふさま容貌のうつくし あらまほしきを」 （橋姫◯

一一九頁） 、













引用の初め、顔立ちは大層かわいらしくて、そら恐ろし 感じがするほどだという評価は中の君についてである。ここでは少し、 「うつくし」の語について述べておきたい。物語にお て、容貌を形容するし」は、大君について三例のみ、中の君 は八例とより多く見られ（注

























どちらの用例も薫の視線による描写である。 ［用例二］は臨終場面、 ［用例三］は死後の容態についてであり、どちらの場合も尋常ではないあり様について用いられている点が注意されよう。 「色 ひ 変わ ず」とか、 「変わりたまへるところもなく」 「うつくし」と ように、持ち備
――
えていたその美質が変わりなく漂っていたという。とくに、枕からこぼれ落ちる髪の様子が艶やかでみごとに美し ものであった。
なお、こうした痩せ細り衰弱した様子、 「なよなよ」 、 「なよびか」 、
「なよよか」の語が表現するもの柔らかでやさしく、しなやかな全体としてのあり方が桐壺の更衣と大いに重なる点見逃せない。さらには、大君亡き後、中の君や薫によって「なつかし」き人柄が回想されており（ ［用例十九］ ・ ［用例二十］ ） 、そ ような点においても「 つ し」き女性とされる桐壺の更衣 人物像 極めて類似していることは読み落としたくないことである。すでに、 「長恨歌」と「李夫人 の物語に着目して大君と桐壺の更衣物語 構想上の類似点について藤原克己氏や新間一美氏の論及がある。やはり、大君の人物像が桐壺の更衣と極めて似ているのは偶然ではないだろう（注
） 。
以上の［用例一］では、大君の様子について、気性が落ち着いて深み
のある人柄で、見た感じや物腰も気品高く奥ゆかしい感じだと表現されていた。さらに、いじらしく高貴な様子 中の君よりまさってい とも叙述されてい 。愛されるべき美し 妹 姉として生きようとする大君の行動につ 論じた今井久代氏による、母 忘れ形見である中 君父八 宮の愛を格別に受けていたという指摘がある（注
） 。しかし、






















右は、左馬頭のよい主婦像についての結論である。身分や顔かたちはさておいて 残念なほどひねくれた感じさえなければ、ただ一途に素直で落ち着いた女性をこそ、生涯の伴侶 決め おいた方がよい。その上に風情と奥ゆかしさ 心づかいが備わっているようなら、それを喜びごとと思い、少し遅れ ところがあっても、無理 要求はし いという結論である。こうして見ると大君のあり方 、馬頭の述べたこ 理想的な婦人像に似ており 帚木巻の女性論 影響が物語全体 世界に及んで るとも思われて、非常に興味深 。
空蝉巻、光源氏の視線による空蝉と軒端荻の碁を打つ場面において、
「静かなり」が二例見られる。当該用例は、女性に用いられる「静かなり」の本質を明らかする有効な用例である。静かに落ち着 た空蝉と落ち着きのない気配が「あはつけし」と批判的に見られた軒端荻 詳細な人物描写の分析によって、同じく「静か」をもっ 形容 れた大君 人柄が明らかになってくる。［用例五］
母屋の中柱に側める人やわが心かくるとまづ目とどめた
まへば、濃き綾の単襲なめり、何にかあらむ上に着て、頭つき細やかに小さき人のものげなき姿ぞしたる、顔などは、さし向かひたらむ人などにもわざと見ゆまじうもてなし り。手つき痩せ痩せにて、いたうひき隠しためり。いま一人は東向き て、残るところなく見ゆ。白き羅の単襲、二藍の小袿だつ の いがしろに着なして、紅の腰ひき結へる際まで胸あらはにば ぞく るもてなし
り。いと白うをかしげにつぶつぶと肥えてそぞろかなる人の、頭つき額つきものあざや に、まみ、口つきいと愛敬づき、はなやかなる容貌な 髪はいとふさやか て 長くはあらねど、下り端、肩のほどきよげに、すべていとねぢけたるところなく、をかしげなる人と見えたり。むべこそ親の世になくは思ふらめと、をかしく見たまふ。
心地ぞなほ静かなる気を添へばやとふと見ゆる。かどなきに















すぐれた対立描法によって二人の対照的な造型が鮮明に浮かびあがる。軒端荻は「つぶつぶと肥えてそぞろかなる人」である。 「をかしげ」や「愛敬づき」の美貌が際だつ。 「きよげ」 、 「ものあざやか」 、 「はなやか」 、「にぎははし」 、 「にほひ多く」 、 「すべていとねぢけたるところなく」と華やかな美貌が強調さ ている。衣服も「ないがしろに着 して」 、 「胸
――
あらはにばうぞくなるもてなし」であり、 「残るところなく見ゆ」身なりで った。それに、 「ほこりかにうちとけて」 、 「笑う」 「そぼる」などする「さうどけ」たありさまが目にとまる。さらには「かど」があり、「心とけ」てもいた。このような軒端荻の様子を、源氏は「心地ぞなほ静かなる気を添へばや」と思いながら垣間見てい 落ち着いた気配のない軒端荻のこのようなあり様は、 「あはつけし」と評価 れたように光源氏から見て好ましくない女性の姿では った。 か これ以降 源氏が軒端荻と関係を持つように るが、 の理由 「まめ らぬ御心はこれもえ思し放つまじかりけり」と語り手 皮肉 よ て説明されている。
軒端荻とは違って、奥にいる空蝉は静かに落ち着いた方であった。空






































［用例七］は、若紫巻、紫の上が二条院に迎え取られる場面に見られ、そのときの乳母の少納言の心情についていう。 ［用例八］は、明石の君の気持ちについていう。明石 君のために都の住処を探していた入道の、突然「まばゆき人中」に出る も恥ずかしく、田舎暮らしの娘の気持ちも落ち着かないだろうという配慮が窺える。 ［用例九］は、たまには正常心を失う髭黒大将の北の方 、生まれつきの落ち着 た気性 気立てのよさ、おっとりした人柄につ てであ 。
以上において、人物に用いられる「静かなり」について論じてきた。
中でも、 「静かなり」 軸に軒端荻 空蝉 人物像を対照的に描く例五］は、 「静かなり」と形容される女性 具体像を明らかする記述として留意すべきである。なお 総角巻に、 君が薫 忍びを察して、中の君を残して寝所から逃げ出す段は、空蝉巻と類似していることは周知の通りだが、こうして物語表現を詳細に検討すること よっ 、大君の人物像が空蝉のそれと重なる点も認めてよい ではないだろうか。
五、 「重りかなり」について
これまで、美質の控えめな、性質も落ち着いて穏やかな大君像につい





の上の場合は、 「うるはし」の美を直に伴う「重りか」な性質がよしとされるも の、どちらの用例にも見られる「すくすくし」きところと「ものに情けおくれ」る人柄が光源氏から批判されている。秋好中宮の場合は、 「いはけたる御ふるまひ」などのない人柄 ついていい、どちらの用例も「心にくし」と併用される。今上帝の女二宮もまた とよくおとなび」て落ち着いて重々しい性質が称賛されており、 「づしやかの語を伴う。そし 中宮 そ ようなありさまは、光源氏や世間から賞賛されていた 宮の御方の気立 を形容しており、 「あらまほし」を伴うその気質が評価されている。玉鬘娘中 君の場合 「重りかに心深き」様子が称賛されるもの、艶やかな美しさ 格別であること 一層評価されている。
一方、落ち着いて重々しい様子が感じられない女性が朧月夜と浮舟で
ある。 「めでたき御盛り」の朧月夜は、 「をか 」 、 「なまめく」 若ぶ」感じが鮮やかで、重々しさがない。 「心やすし 、 「らうたし」の方とされる浮舟もまた「重りか」なところがないとされる。
なお、蛍巻の物語論において、紫の上が「宇津保物語」の藤原の君の




（ 「心にくし」と併用）に使用される。人物以外の「重りかなり」は次のように用いられ 。末摘花をめぐって二例ある。ひとつは、 「若びたる声」であり、重々しさが感じられないと、末摘花に仕える侍従の声の感じについてである。もうひ つは、末摘花が源氏 贈った元日 装束箱についてである。この語は、 「世のおぼえ」についても形容する。
以上のように、 「重りかなり」の語は人 様子、人柄や性格、気立て




































ここでは、大君の表面と心底の違いが、 「しどけな 」 、 「ものはかなし」と「づしやかなり」 「重りかなり」の対比 よって描かれている。
確認したように、物語のだれよりも「重りかなり」とされた大君は、
幼少期から落ち着いて重々しいと語られてい のであり、その環境や境遇のために成長していくにつれて一層鋭敏になる。それ 思慮深くもあり、嗜みの深い風情の女性として造型されている。
大君の性質について、ほかに「つつまし」 、 「恥づかし」 ・ 「心恥づかし」








薫が普通の人柄であったならば、こうして長年見慣れてきたのだから、素直に結婚を受け入れる気持ちになったかもしれないと、結婚も考えていた大君の思念が窺える。薫との結婚を拒否し、このまま独身で過ごそうと う決意は、薫の「恥づかしげに見えにくき気色」に対して感じる気づまりの心に起因する。大君は、結婚を拒んだとい より、自分には立派すぎる薫を拒んだともいえる。同じく、大君は、鏡に映った自らの痩せ細った身に老 の兆しを感じたときも、 「恥づかしげならむ人に見えむことは、いよいよか はらいたく」 （総角◯

二八一頁）と思ってお
り、 「御手つきの細やかにか弱くあ れなるをさし出でても、世の中を思ひつづけたまふ」 （同）さまが痛々しい。
異常なほど落ち着いて重々しく、控えめで、遠慮深い大君は貴顕の薫





















大君は、薫の相手と 自分より容貌の若く盛りで美 い中 君がふさわしいと思っている。このままにしておく がもった ないような美しい妹に、人並みの結婚をさせることができたらと願っ いる。自分は心が行き届く限り、世話をしよう 妹を思いやる優し 性情が窺える。ただ大君は、彼女が自覚するほどその美貌が妹より劣っていたのでもない。少なくとも薫がそう思っていなかった である。大君は、 質 重要視する薫が彼女の人柄を好ましいと心惹かれていたことを理解できなかったのである。
大君の結婚拒否は、彼女の性質、人柄に拠るところが大きい。それは








れている。大君は父八の宮 精神および生き方 継承している いわれるが、実はその人柄も中の君より父に似通うところが多い。こ で、「気高」き美について見ていきたい。『源氏物語』において「気高し」の語が四五例見られる（注
） 。まず
「気高し」 全用例の検討から、その用法と特徴についてまとめておこう。「気高し」は、 「気色」 、 「けはひ」 、 「容貌」 、 「さま」 、 「ありさま」 、 「見る目」 「もてなし」 「顔」など、 して邸宅の様子、女方のあたり 暮らしぶり、書きぶり、さらには高貴 男性と 縁付け、宿世などについて形容する語彙である。「気高し」とともに「恥づかし」が多用されており、こちらが気おくれを感じ気づま になるくらいの高貴な美質である。また、 「あて」
――
「きよら」 、 「きよし」のような、高貴な血筋にふさわしい美質を意味する語とよく併用される。 「うちとく」や「心解く」と対極をなすありさまをあらわし、それに「つつまし」さも添えられている。たとえば、［用例五］では軒端荻の「うちとく」の様子を光源氏が下品で軽々しいと批判しており、さらには「うちとく」や「心解く」などの様子を見せない振る舞いこそが 「気高し」 と称されている用法も確認でき （注
） 。
「気高し」のありさまは、また「ものものし」や「すくすくし」と共に用いられ、どこか重々しくきまじめな様子を感じさせ 。ときには、
「気高し」と「よしよしし」や「よしめく」 性質が もに具備され、由緒と風情、奥ゆかしい感じが漂う。ほかに 「おほどか」 、 のどかと、さらにまた「今め 」や「な めかし」き様子が高貴 を相伴う場合もある。
人物に用いられる「気高し」が明石の君に一番多く（五例）見られる
































右の引用文も、大君がこの上な 上品で気品高い方であったと語 。しかし、中の君による亡き大君 回想描写
であり、 「かれ」は大君である。













































八の宮の人柄についての描写は非常に少ないが、 ［用例二二］では、粗末な直衣を身にまとい、長年の勤めのために痩せ細ってはいるが、 「きよげ」 、 「あて」や「なまめく」 、 「恥
づかし」が表現するように高貴な印
象が際だっている。 ［用例二三］においても同じく非常に気高くておっとりしており、女のような であると描かれている。 ［用例二四］では「あてに」によ 表現される気品の高さ、 たわしいほどのありさまが描かれ いる。八の宮は、おどろくほど 貴で、気品 高い感じの人柄であるこ が一貫している。こ して見ると 大君 この上な 上品で気高い様子が、父八の宮のあり様と酷似しているこ がわかる。「気高し」は、人物の「もてなし」について用いられる場合が多く、







つである。今は落魄の身である大君の高貴な感じ、気品の高い様子は、家柄の高貴さに対する の らわれであり、そのようなあり方は八の宮とも重なったところがある。宮家の長女 る大君は、中の君に比べれば、父に似ざるをえなかっ のだろう。大君をめぐる「気高し」語は、家柄を守る大君の生き方が示唆されているように思われる。宮家長女として、中の君の姉宮として、父に殉ずる娘としての細緻な造型の方法が確認できる。
七、大君の人物像―中の君との比較において―
「静かなり」 、 「重りか」 、 「つつまし」 、 「恥づかし」および「気高し」は、物語における大君の志向を特徴づけており、その生き方も規制している。また、大君は父八の宮に似ており 精神性をも継承している。大君 落魄した八の宮の 家 面目をつぶすような不祥事がなく父宮の残した遺誡に殉じて生きる女性として造型されている。そして、 の生きたその生き 以外、できない造型でもあ 。大君とは違って、中の君の魅力は、外見的な器量の美しさにある。彼
女はすらりとした姿で、髪が袿の丈に足りないぐらいの長さではあるが、ゆたかで艶々と たかわいらしい髪である。そ 恐ろしいまでにかわいらしく、美しい女性である。そ 美しさも控えめではなく、はっきりとした容貌の人であ 中の君は同じく八の宮の皇女ではあるが 気
――
品高くて高貴な様子が大君ほど顕著に描かれていない。 「やはらか」や「おほどく」が多く使用され、もの柔らかで、おっとりしている魅力が大君にまさるとも劣ら い。少し無邪気な面があるものの、才気あふれて利発な気立ては姉にまさる。『源氏物語』において、 「らうらうじ」の語が三五例あり、そのうちの九例が紫の上について形容されており、紫の上は物語においてほか 誰よりも利発で、気の利く、心遣いが行き届 ている魅力の優れた女性とされている（注
） 。宇治の物語では、中の君が大君や浮舟より聡明で





































つらいこの世（物語の世界）を生きぬくための紫の上や中の君がもち備えていたような聡明さ、明るい才気が足りなかったのである。鈴木裕子氏は、 「妹の身に降りかかる危機的な状況や不幸な出来事を、姉妹で励まし合い 智恵を出 合って乗り越え、没落した宮家の矜持を保ち、父が果しえなかった一族の血 「繁栄」を実現することだっ 可能だったはずなのだ」 （注
）と興味深い指摘をしている。しかし、本論文で考
察した大君 造型を考慮すれば、 「父が果しえなかった一族の血の「繁栄」を実現」することは、大君にとって「可能 なことではなかったように思われる。
以上、大君の造型は、男の求愛・結婚を拒み通する生き方を可能にし







匂宮が六の君との結婚し、夜離れ続くようになり、中の君は我が身の上を悔い嘆く。頼り する薫に宇治への同行を願うが、薫から恋情を訴えられて厭わし 思い、 「世の中いとところせ 思ひなられて、なほいとうき身なり」 （宿木◯

四三三）とあきらめかけていた。それでもなお、
















































































































































庭の風景や邸の様子（人々を含む場合もある） 、閑静な所や夕霧の学問所などについて十二例。 繁し」 、 「 の騒がし」ではなく「 目なし」の邸や宿について用いられ、 「心細 あはれ 感が漂う。◯

日常
生活、暮しの様子、そして周りの状況や境涯（公私や公務の 暇 折 引退・退位後の様子）などについて十一例。 「けざやか」 その対極をなす。◯
仏道、道心、修行、勤行、出家など、 （そのような思いを叶うための
閑静な折や場所について 例も含む）十一例。 「静かなる思ひ 、 「静かる（御）本意」 、 「静か 籠りゐ」るのような用法である。◯

自然景物に

































「気高し」は、明石の君に一番多く（五例） 、大君はそれに次ぐ（四例） 。紫の上には三例用いられ、 「きよら」 、 「恥づかし」を伴う。紫の上の場合、
「あるべき限り気高う恥づかしげにととのひたる」のように、とくに女盛りの素晴らしい様子につ て う。葵の上、藤壺、玉鬘と秋好中宮について二例ずつ確認できる。葵の上は「けざやか 気高く」と表現され、高貴な感じが鮮明な女性 あ そして、 「恥づかし」や「うつくし」を伴っている。藤壺 用例は「書きぶり につ ていい、 「恥づかし」と「 てなり」を伴っている。藤壺の「気高し」の特徴は、 「思ひなし」が大いに働き、高貴 方ゆえ 美質であることが協調され る。玉鬘の 「気高し」は、 「きよら」 、 「恥づかし」 よしめく」と併用されており、秋好中宮の場合は「あて 玉鬘 娘大君と女一の宮に一例ずつ確認できる。大君は 「あざやかに気高う」 の通りに気高い様子が際だっており、「いまめかし」 と用いられる。女一の宮もまた、 「限りもなくあて 気高き」と描写され、この上なく で気品のあ 女性とされている。夕霧の六の君にも一例見られ、 「ものものし」 、 「恥づかし」と「らうらうじ」と併用される。
ほかには、女三の宮をめぐる「気高し」が二例あるものの、人柄につい




「つつまし」 、 「うちとけたまふことなし」と併用される。夕霧にも二例用いられ、 「心解く」とは対極の振る舞いを表現し、 「すくす し 「なつかし」と「なまめく」を伴ってい 夕霧は「あざやかに気高きもの」とも形容され、高貴な様子が顕著である。薫にも二例 り、 「ものものし」と
併用される。匂宮には一例のみである。しかし、 「はた似るものなく気高く」と気品のある感じが印象づけられており、 「愛敬づく」 、 「きよら」を伴っている。
それから、人物以外の「気高し」の用例は、夫妻の様子（一例） 、六条
院の様子（ 「今めかし」を伴う一例） 、人々や邸宅内の暮らし（ 「あてに」 、「心にくし」を伴う二例） 、 「もてなし」 （母一条御息所の娘落葉の宮に対する「もてなし」について一例） 、高貴な人との縁づけ（一例） 、 「世のありさま」 （一例） 、そして宿世（一例）について用いられる。
　　　　
(
)
◯
源氏、◯

夕霧、◯

女の「気高し」様子についてのである。
◯
おぼろけにやむごとなき所にてだに、かばかりもうちとけたまふこと
なく、
気高き御もてなしを聞きおきたれば（薄雲◯

四四一頁）
◯
かやうの人々にも、言少なに見えて、心解くべくももてなさず、
いと
すくすくしう気高し（野分◯

二六五頁）
◯
現の人にもあまりけ遠く、もの隔てがましきなど
気高きやうとて
も、人憎く心うつ くはあらぬわざなり（常夏◯

二三九頁
　　　　
(
)
前掲注（
）に同じ。
　　　　
(
)
前掲注（）に同じ。
　　　
(
)
石川徹「枕草子・源氏物語の「らうらうじ」 「りゃうりゃうじ」考」 『中
古文学』二二号、一九七八年九月。
　　　
(
)
西沢正史「大君」 『源氏物語作中人物事典』東京堂出版、二〇〇七年一
月。
　　　
(
)
前掲注（
）に同じ。
　　　　
(
)
前掲注（
）に同じ。
